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ちょっと意外な酒類の統計、あまり知られていない統計データを、ビジュアルな資料で
ご紹介するコーナー。当社で蓄積しているデータを不定期連載でお届けします。

今回は、「生産者急増の酒類に関する統計分析」をご紹介します。

お酒お酒 STATISTICS
ちょっと意外な、お酒の統計情

報紹介
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■ コロナ禍でも、クラフトビール醸造所や
ワイン醸造所は増加傾向を維持してい
る。コロナの影響で閉店を余儀なくされ
たところもあるが、以前から開業を計画
し、醸造設備を発注していたところは、
予定通り開業するものがほとんどであ
る。　Fig.1　と　Fig.2　で、「生産者
急増の酒類」である「クラフトビール」
と「ワイン」について、同じ切り口で統
計データを分析した。                     

■ AAの「県別分布」：クラフトビールでは
東京の 66か所が突出していて、以下、
神奈川、北海道、静岡、長野・兵庫（同
数）がトップ 5。クラフトビールは全国
（長崎県以外の46都道府県）にある。（長
崎はこの10年ほど醸造所がなかったが
近日開業予定）　ワインはブドウ産地に
偏在していて、山梨の 95か所が突出、
以下、長野、北海道、山形までの 4県
で 57％になる。少し前、「100か所の蔵
元があるのは全国で 3県、新潟（清酒）、
福岡（醤油）、鹿児島（焼酎）」（いまは
どれも100を割り込んでいるが）とい
われたが、山梨（ワイン）、そして東京（ク
ラフトビール）も100に迫るだろう。

■BBの「上位5県の過去25年・20年の推移」
（ワインは 25年前のデータがないので
20年）：クラフトビールの第 1次ブーム
（2000 年頃まで）では、北海道に日本一
多くの醸造所があった時代があるが、こ
の 25年で 51か所が開業、27か所（全
国最多）が淘汰され、現在は 3位の 24
か所。第 2次ブーム（2015 年以降）の
現在は、東京とその近郊の伸びが圧倒
的。小規模醸造の基本形である「都市
型」に回帰しているのが読み取れる。ワ
インでは、1位の山梨にくらべ、2位長
野、3位北海道の醸造所数の伸び方が著
しい。伸び率としては、5位岩手、（グ
ラフには示していないが）8位青森や
10位福島が、さらに高い。

■ CCの「稼働開始年」：クラフトビールも
ワインも、2010 年以降（黄色のパイ）
が圧倒的。小規模醸造所が増えたのは
この10年、特にこの 5年で急に増えた。

■ 　Fig.3　は、この 5年の変化。クラフ
トビールやワイン以上に、「シードル」、
「ウイスキー」、「ジン」の生産者数やブ
ランド数、そして設備が急増した。ファ
ブレス（設備無し）のブランドもあ
る。シードルではリンゴ農家のOEMブ
ランド、ウイスキーでも蒸留設備無し
で、貯蔵・壜詰めのみのブランドがあ
る。ジンでも（本資料の 43か所には反
映されていないが）、コロナで余った醸
造酒を、「エシカルのため」として蒸留
委託し、ジンとして商品化する企業も
出現している。　　　　（text = t. kita）

掲載のデータは、きた産業 の調査によるものです。「お酒スタティスティクス」は、きた産業のウエブサイトで閲覧できます。
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